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９月９日（日）  

アカマツ林整備（草刈り、除伐） 

１３：３０～１５：３０ 

◆参加者：迫（盛）、林、冨永、

大田原、迫一、松雪、鎌田、川上、

小川（Ｒ）計９名  

内容：雨を心配しながら食事を済

ませ、道具を準備し炭焼き窯前に

て体操をすませ、実施計画書をも

とに作業目的、安全確認をしたあ

と、作業場所へ向かいました。除

伐と草刈に分かれて作業しまし

た。まず伐木については径１０セ

ンチ以下に限定。ホオノキ、ネジ

キ、ヤマザクラなどが主で堆肥ヤ

ード作り替えの為の材が大分と

れました。枝葉については、堆肥

ヤードが出来たら底に敷くため

細かく裁断しませんでした。まだ

伐木の必要な木も残っているが、

作業前より随分明るくなり、アカ

マツの成木も幼木も元気をもら

えるのではないかと感じました。

今ある堆肥ヤードが撤去された

ら眺めの良い場所になるだろう

なという青写真も描いています。

また草刈については、シダがほと

んどで、以前刈った場所のシダは

まだ柔らかくて刈りやすかった

が、手つかずだった場所のシダは

固くて鎌で切るのに苦労したと

の事。アカマツ林全体が明るくな

ったためか、林床の植生が賑やか

になってきていてうれしかった。

無風状態で湿気の多い中けがも

なく、短い時間で意義のある作業

を終えて振り返りを行い、クール

ダウン、道具の手入れをして解散

しました。 

【ふりかえりより】 

・初めてで刈り込みハサミの使い

方が良くわからなかった。(冨永） 

・小、中木を多く切りスッキリし

ました。堆肥床を早く整備すべき

と思います。(林) 

９月３０日（日）  

九州北部豪雨災害ボランティア

活動参加（外部との交流） 

９：００～１５：００ 

◆参加者：松雪、林、柴戸、川上、

菊池、篠原、静間 計７名  

内容：黒木町支所に９時集合。当

日の災害ボランティア参加者は、

当会以外に福岡大学からの 30

名など総員約 50 名でした。「え

がおの森」（笠原小学校の廃校跡

を有効活用）で、山村塾事務局長

である小森耕太氏による安全や

作業内容・分担などのオリエンテ

ーションがあり、当会参加者は全

員笠原地区で最も奥まった所に

ある棚田での作業に配属されま

した。なお、他のグループは、棚

田や茶畑の土石の搬入出、キャン

プ場でのバンガロー整備などが

計画されていました。 

 作業場所となったのは８枚(計

３反歩程度)の棚田、横の崩壊斜

面から棚田に流入した大きな流

木（杉）や竹の除去、また棚田へ

の進入路になっている農道上に

堆積している土石の除去が基本

的な作業です。ただ、大きい杉を

手ノコで切る事や流入土砂で埋

まっている杉を人力で掘り出す

のは実際上困難なため、小森氏や

棚田所有関係者（石橋弘樹氏な

ど）が操作するチェーンソーや小

型バックホーを併用しての作業

になりました。 

 そのため我々の具体的な作業

内容は杉の枝打ちや倒れた竹の

伐採、チェーンソーで切った枝や

幹の運搬・集積、さらには集積し

た杉や竹の焼却、また農道に堆積

した土石の除去が主なものでし

た。作業中はほとんど雨も降らず、

また気温もどちらかといえば寒

いというような気象条件の中、皆

さん楽しく作業を進めることが

できました。特に、集積した木竹

の焼却処理のために作られた大

きなたき火は、ある意味では童心

に帰って目をキラキラさせなが

ら楽しんでいたような気がしま

す。 

 最終的には、作業時間が実質３

時間と短かったこともあって、全

ての木竹の除去はできませんで

した。それでも、石橋氏から「皆

さん手慣れておられる」というお
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褒めの言葉も頂き、全員怪我もな

く、また充実感を持って無事に作

業を終えることができました。 

 最後に、地元関係者の「こうい

う手助けがなく、自分たちだけだ

ったら田畑を元に戻そうという

気は起きなかった。本当に皆さん

に後押しされてここまで来るこ

とができました。」という言葉が

強く印象に残っています。災害ボ

ランティアというのは、単に田畑

や家を復旧する労働力としてだ

けでなく、精神的な助けとして寄

り添えるものだということを実

感した今回の活動でした。 

【ふりかえりより】 

・高齢の農家さんには軽トラや機

械をいれる道が、とても大切なこ

とを実感しました。（柴戸） 

・水害から 1 カ月半たったとこ

ろでしたが、黒木町笠原地区の現

状、地元の方たちの心情が良く分

かりました。（菊池） 

１０月１４日（日）  

油山の宝物さがし 

９：００～１５：００ 

◆参加者： 岩尾、榊、鎌田（隆・

麗）、川上、冨永、静間、林、松

雪、柴戸、石橋、相良、今永、小

川Ｒ 計１４名  

内容： 【プログラム】 

午前 講演「江戸時代の福岡藩の

山林について」、講師 宮野弘樹

氏（福岡市博物館） 

午後 「油山宝物さがしの３年

間」(報告と意見交換) 

（内容ついては特集７ｐ参照） 

【ふりかえり】 

・学習の機会を得、感謝していま

す。非常に幅広く奥行きのある

「宝物さがし」の論議が聞かれま

した（岩尾） 

・昔から細かい管理台帳が整理さ

れていたのでびっくりしました。

（鎌田） 

・目からウロコのような興味深い

江戸時代の話しを聞くことがで

きました。（松雪） 

１０月２１日（日）  

森のレクリエーション 

１０：００～１５：００ 

◆参加者：安部・鎌田・川上・榊・

静間・山川 計６名 

内容： レクチャールームで、本

日のコース等を説明してくすの

広場へ向かいました。先ずはスト

レッチで気持ちと身体をほぐし、

油山の全景を眺めながら＜秋の

色いくつ＞というゲームを楽し

みました。管理棟方向へ降りたと

ころで、すっかり色づいたアメリ

カフウの紅葉を愛でつつ、梅園方

向へ歩を進めて行きました。ヘア

ピンカーブの所では、アケボノソ

ウ、ツリフネソウ、シンミズヒキ、

オトコエシ、ヒヨドバナ、シロヨ

メナなどを観察したあと、イノシ

シ岩（本当にそっくり！）で＜ノ

ーズ＞のゲーム。上空にアサギマ

ダラの飛翔が！吊り橋を渡り県

木の森の四阿でランチタイム。ウ

オッチングの後半は、ツバキに着

生しているヒノキバヤドリギや

黄色のキク科のシマカンギク、ヤ

クシソウ、アキノキリンソウにセ

ンボンヤリの閉鎖花の種子を確

認しながら、ゆっくり歩いてカブ

森Ａ地区に至りました。ただ歩い

て行くだけではと思い、五感を使

って自然を感じる＜フィールド

ビンゴ＞で、森のレクリエーショ

ンの締めくくりとしました。参加

者は少なかったものの、天気にも

恵まれ、深まりゆく油山の自然を

満喫して貰えたのでは？ お疲

れさまでした。 

【ふりかえり】 

・好天の秋の一日、ノンビリ秋の

油山の自然を探すことが出来、楽

しかったです。（静間） 

・いろんな植物、昆虫に出会えて

楽しい一日でした。（鎌田） 

１１月１０日（土）  

アカマツ林 堆肥床整備 

１０：００～１５：００ 

◆参加者：榊、鎌田、松雪、林、

冨永、静間、徳光、体験参加（河

野君、石川）計９名 

内容：アカマツ林の堆肥床の作り

替えするために、新しい堆肥床を

現在の堆肥床より少し右奥の急

な斜面になっているところに作

ることにしました。周辺の雑木や

シダなどを除去して、新たな堆肥

床の地面が出るようにしたので

すが、斜面での作業が大変でした。

現在の堆肥床周辺も、前回から出

ていた伐木材が多かったので整

理しました。体験参加の学生さん

も頑張って手伝ってくれました。

途中で、学生さんに伐木の体験を

してもらおうと、静間さんを講師
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に実際に伐木と材の処理も勉強

してもらいました。堆肥床の上側

（前面）の柵を作るための杭は、

前回伐った木や、今までの堆肥床

の杭を利用しました。柵までの通

路として、斜面を削り広めに段差

のある道を作り、柵の周りを平ら

にしました。公園管理事務所に準

備して頂いた丸太は次回に周り

の柵として使えるように現場に

持ち込みました。参加者のみなさ

まお疲れ様でした。ありがとうご

ざいました。 

【ふりかえり】 

・唐鍬を使っての道路工事は、昔

山を開墾して畑を作った様子を

思い出しました。全員の働きで予

定していた以上の堆肥床になり

そうです（榊） 

・初めて本格的に木の作業が出来

て、とても貴重な体験が出来まし

た。きつかったけどとても楽しか

ったです。ありがとうございまし

た（石川：体験参加） 

１１月２５日（日）  

カブトムシの森除間伐 

１０：００～１５：３０ 

◆参加者：静間、松雪、榊、川上、 

迫（盛）、菊池（潤、泰）、岩尾、

静間、徳光、樋口（利、友）、小

川Ｒ 計１３名 

内容：小春日和となり活動には絶

好のコンディション。春以来とな

るカブ森での伐採活動にはやる

気満々のメンバーが揃い、当初予

定していた以上に伐採本数が多

くなったものの、若干の時間オー

バーで事故もなく終了できまし

た。改めて森会メンバーのパワー

を認識した一日でした。なお、午

前中山口県で里山保全を行って

いるグループ「宇津木の里」の

方々が見学に来られたので、冨永

さんに案内役を担当して頂きま

した。普段チェーンソーや刈払機

を使っているとのことで、手ノコ

での作業を興味深げに見ておら

れたようです。クヌギの間伐は来

年２月の活動説明会で行うシイ

タケ駒打ちに利用する直径２０

数センチのもの２本を伐採、現場

近くで乾燥させています。除伐は

湿地下部東側の直径３１センチ

のユズリハとその周辺のカナク

ギノキ、ヤブツバキ、タブノキ、

ヒサカキ、イヌザンショなど。こ

れにより湿地下の遊歩道から休

憩小屋が良く見通せるようにな

りました。湿地内にあった上部が

折れたクヌギも伐採しました。そ

の他飼育小屋横の直径３６セン

チのユズリハ、センターから要請

のあった観察小屋に隣接するク

ヌギ１本も伐採しています。今回

湿地下部で伐採して出た材は遊

歩道脇に並べ、枝葉は川向うで処

理しました。来年３月の作業とし

ては、湿地の西側、休憩小屋北側

での除伐を予定しています。 

【ふりかえり】 

・クヌギ（２４ｃｍ）、ユズリハ

（３６ｃｍ）を間伐、息切れしま

した。（岩尾） 

・久しぶりに満足できる伐倒がで

きました。受口、追口の切方の習

熟が必要だと思いました。（松雪） 

１２月１日（土）  

アカマツ林 マツの木の保全、堆

肥床整備、成木調査 

１０：００～１５：００ 

◆参加者：迫、静間、柴戸、榊、

川内、菊池（潤・泰）、岩尾、中

嶋、小川Ｒ 合計１０名 

内容：まず新設の堆肥床の完成、

遊歩道沿い及び林内の草刈、成木

調査の３作業を行う事を確認し

ました。堆肥床は、足場が斜面で

高く、苦労はしましたが何とか柵

回りの囲いはできました。旧堆肥

床の中に入っていた古い枝木を

取り出し新設の柵の中に放り込

みました。後には枝葉が残り腐葉

土化しており、驚いたことにカブ

トムシの幼虫が１匹見つかりま

した。アカマツ林入口階段を降り

た視界も良くなり、遊歩道も草刈

をして通りやすなりました。成木

調査については２００９年に調

べた１．３メートル以上の調査木

がＡ／Ｂ両地区に各１７本あり

ましたが今回はそれぞれ１４本

（内１本は近々伐採予定）と６本

に減少しており落胆しましたが、

幼木の調査区域内では２ｍを超

すものもあり、アカマツの世代交

代が行われているのも確かです。

１０名で３つの作業をけがもな

く終えて充実した１日でした。 

【ふりかえり】 

・久々に緑を見られて良かった。

（中嶋） 

・新しいヤードが立派にできて良

かったです。（静間） 

・成木調査を強力メンバーの登場

で無事実施出来て良かったです

ありがとうございました（柴戸） 


